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雲仙市子どもの遊び場整備事業

雲仙市について
人口：40,303人（R7.5月末現在）※うち0～14才：4,553人

面積：214km2

特色：半島の中央には活火山である雲仙・普賢岳があり、

山の雲仙温泉、海の小浜温泉といった異なる泉質が

楽しめる豊富な観光資源と自然の恵みに囲まれている
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本市の紹介



現状と課題
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雲仙市における最大の課題は
人口減少と少子高齢化です。

特に0歳から14歳までの年少人口は、
平成 17 年の合併当時では 7,401 人
でしたが、令和 2 年国勢調査で
4,914 人と、１５年間で▲33.6％と
危機的な状況となっております。

このような課題を克服するため、
本市では給食費の完全無償化を
はじめ、保育料や子ども医療費の
負担軽減など、子育てしやすい
環境の整備に積極的に取り組んで
います。



事業の概要

・雲仙市では、移住・定住促進、子育て環境の充実を目的として、
雲仙市初の全天候型の子どもの遊び場の整備を計画しています 。
（令和８年度中開設予定）

・本施設は、屋内外の遊び場、交流スペース、ものづくりスペース
などを備え、子どもたちが遊びや学びを通して成長できる場を
提供します 。

整備箇所

・みずほすこやかランド内の旧雲仙市瑞穂ヘルシー会館を
改修し、全天候型子どもの遊び場を整備します。
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コンセプトと基本方針

①遊び・学びの拠点
・屋内の遊び場だけでなく、周辺の自然を感じられる屋外への誘導も意識した施設。
・周辺施設との連携を考慮した施設整備を行い、各施設間の相乗効果が高まる施設。
・施設周辺の自然を活用することにより、様々な遊び・学び・体験が行える施設。
・車で行きやすく、余裕のある駐車台数がある施設。

②交流の拠点
・子どもたちが遊びや体験を通して、他者と交流することで自立心やコミュニケーション能力を育む
ことができる施設。

・子どもだけでなく、子育て世代の親も交流できる機能なども含めた施設。
・多世代の人々が関わりあうことで、子どもの成長を育み、大人もほっとできる施設。
・天候に左右されず年間を通して利用可能な施設。

③安全を学ぶ施設
・安全を学び、子どもの成長を見守ることができる施設。
・子どもの発達、年齢などに応じて空間を配置した施設。

人と人とのコミュニケーションが生まれるよう、スタッフが子どもたちや保護者等とふれ
あうことにより、他者との交流が自然発生的に行われ、市民はもとより、立ち寄った市外の
方にも幅広く再訪していただく施設を目指す。

⇒コミュニケーションを通した遊び・学びを中心とした運営

“学び”・“つながる”・“豊かな心”
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※ターゲットは０歳～小学校低学年（保護者同伴）
※無料（予定）とし、子どもや保護者が気軽に利用できる施設を目指します。
※運営内容を確立するまでの当面の間は直営方式での事業運営とします。
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ハード面の進捗状況（令和７年度改修工事完了予定）

動の空間

０～２歳スペース

雲仙の山

授乳室交流スペースものづくりスペース

静の空間

床材は柔らかい
素材を採用

知育遊具や
ごっご遊びが
できる空間

段差で構成
された空間は、
雲仙の山を
モチーフ

子どもたちが工作できる場 交流や食事ができる場 個室を２箇所設置 走る、跳ぶ、登るなど
基礎的な運動ができる空間



ソフト面（運営・連携等）の進捗状況

・子どもの創造性や生きる力を育むための企画プログラムやイベントの実施に向け
市民や団体、包括連携協定を締結している団体等に対し、事業説明や連携協力を
依頼中。移住定住、子育て施策にかかるオンライン相談の実施に向け調整中。
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皆様から頂きましたご寄附は、遊具購入費、運営費などに活用させていただきます。

遊具・玩具・絵本等の物品寄附も可能です。

寄附の活用

【企画プログラムやイベントの例】
・デジタル体験（ドローンプログラミング・３Dプリンター体験など）
・子ども向け講座（市民や団体が講師となって実施している子ども向け
の公民館等の講座などを遊び場でも実施）

・ベビーマッサージなど子育て教室
・おしごと体験
・ものづくりスペースでの工作教室

市民、団体等の参画のもと、みんなで子どもたちに関わり、
子どもたちを育む拠点となるような施設を目指します！



企業様による協賛方法 企業版ふるさと納税

企業版ふるさと納税 ①寄附金 ②物品寄附
○地方創生のために実施する事業に対し、企業様から寄附を行っていただく制度です。
○最大９割の法人関係税が軽減されます。
○企業名等をホームページ等広報媒体で紹介させていただきます。

損金算入による軽減効果
国税＋地方税

約 ３ 割

(税額控除)
法人住民税＋法人税

４ 割

（税額控除）
法人事業税

２ 割

企業負担
約 １ 割

寄附額

税額控除 約９割

例えば100万円を寄附すると、最大約90万円の法人関係税が軽減され、実質的な負担は約10万円となります。

※本社（地方税法における「主たる事務所又は事業所」）が雲仙市に所在する場合、本制度の対象になりません。

※優遇制度の対象になる寄附は、10万円以上です。

※返礼品はありません。
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企業版ふるさと納税 市の特典
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※寄附額を公表しないこともできます

1,000万円以上の寄附で
紺綬褒章に推薦します！！

④褒章

雲仙市子どもの遊び場整備事業

③市ホームページ・SNS等への掲載

②広報誌への掲載①感謝状贈呈式

100万円以上の寄附で
感謝状贈呈式を行います！！



掲載イメージ
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【例】諫早市 「こどもの城」

参考
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【例】長崎市 全天候型子ども遊戯施設「あぐりドーム」

参考
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